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１１月９日（月）、城山中学校の３年生２７４人が、道の駅むなかたで、地元事業者「フミ子

印」と共同開発した「～ピリ辛青春風味～甘夏胡椒」の販売とＰＲを行います。 

 生徒たちは１年生の時から「食のまち宗像」の魅力を学び、地元の農業や食材について理

解を深めてきました。その中で宗像大島の甘夏に着目し、商品開発からネーミング、パッケージ

の考案まで取り組みました。 

 当日は、３年生７クラスが交代で店頭に立ち、試食や商品紹介を通して、３年間の学習成果を

発信します。 

【城山中学校３年生による「甘夏胡椒」販売 概要】 

日  時： １１月９日（月） ９：３０～１５：５０ 

場  所： 道の駅むなかた（宗像市江口１１７２） 

参加者： 城山中学校３年生（２７４人・7 クラス） 

内  容： 生徒とフミ子印が共同開発した「甘夏胡椒」を販売 

        試食や商品紹介など PRを実施 

【販売商品】 

商品名： ～ピリ辛青春風味～甘夏胡椒 

価  格： １，０００円（税込） 

【補足情報】 

城山中学校では、令和６年度から「食のまち宗像」の魅力を学ぶ食育事業に取り組んでいます。１年生で

は地元農産物の調査、２年生では農業体験や商品企画を行い、３年生では地元事業者「フミ子印」やデ

ザイナーなどの協力を得て、宗像大島の甘夏を使った商品を開発しました。商品名やパッケージも生徒が

考案し、プレゼンテーション大会と投票を経て決定。３年間の学習成果を商品化につなげました。 

城山中３年生が宗像大島の甘夏を商品化 

《生徒考案のパンフレット》 《大島で生産者に取材》 

【問い合わせ先】※ご取材いただける場合は、事前にご連絡ください 

宗像市教育部安全安心な学校づくり課   担当：秋葉・浪瀬  TEL： ０９４０－36―1322 

《デザイナーとパッケージを考案》 

３年間の学びを形に「甘夏胡椒」販売開始 


